
ペイシェントハラスメントに対する基本方針 

 

土浦協同病院なめがた地域医療センター（以下「当院」）では、患者・利用者

様およびそのご家族の皆様に対し、安全で質の高い医療・介護サービスを提供で

きるよう、日々努めております。 

また、職員が安心して質の高いサービスを提供するためには、安全で快適な就

労環境の確保が不可欠と考えております。そのため、当院では厚生労働省のガイ

ドライン等に基づき、ペイシェントハラスメントに対する基本方針を定め、組織

として毅然とした対応を行ってまいります。 

 

1. 対象となる行為（ペイシェントハラスメントの定義） 

患者・利用者様またはその関係者様からの言動のうち、要求内容の妥当性に

照らして手段・態様が不相当なもの、またこれにより職員の就労環境が害され

る行為を指します。 

【具体的な例】 

• 身体的な攻撃（暴行、傷害、不必要な身体への接触） 

• 精神的な攻撃・威圧行為（暴言、大声での執拗な責め立て、土下座の要求、

脅迫的な言動） 

• 拘束的行動（長時間の居座り、電話による過度な拘束、業務を妨げる付き

まとい） 

• 不当・過剰な要求（金銭の不当要求、社会通念上過度な謝罪・サービス・

担当者変更等の要請） 

• プライバシー侵害・名誉毀損（無断での撮影・録音、SNS やインターネ

ットへの事実無根・不適切な書き込み、誹謗中傷） 

• 性的な言動・ハラスメント（卑猥な発言、不適切な言動） 

 

2. ハラスメントが発生した場合の対応 

当院内で上記の行為が認められた場合、または職員に対するハラスメント行

為があると判断した場合は、以下の対応を行います。 

1. 診療・対応の中断および退去要請 

事態の改善が見られない場合、受診・対応をお断りし、敷地内からの退去

を求めます。 

2. 記録の実施 

正確な事実把握および安全確保のため、応対時の状況を記録・録音・録画

させていただく場合があります。 



3. 警察・法的機関との連携：悪質と判断される場合、あるいは暴力・脅迫・

器物破損等の犯罪行為に該当する場合は、直ちに警察に通報するととも

に、顧問弁護士を通じて法的措置をとります。 

 

3. 患者・利用者様へのお願い 

多くの皆様には日頃より円滑な診療にご協力いただいておりますことに深

く感謝申し上げます。 お互いに尊重し合える良好な信頼関係のもとで最善の

医療・サービスを提供できるよう、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げま

す。 
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